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錮都院軍曹車扱を静留訝考盈扱紗貌免等♂澹紗㊧監守。惑・妙逸ゐ潜硫開院達也噛物紗竜を

星⑩ポロ臣臥訝沙タラロ⑩堪忍を億温も胞鑑砲金亀軌も◎

高い戦闘力を予感させるロー＆ワイドなフォルムにヤマハの持つ最新の技術を凝縮。

ウェーブ・スラスター・ブトド、アンチ・ローリング・フレード、ワイドフレアなどにより高い走行性と静止安定性など、そのパフォーマンスは秀逸そのもの。

さらに前後のフロアを余すところなく使い切る広大なフィッシングデッキ0アングラーの視点に立って考えぬかれた充実の釣り機能。

エッジの効いたラインでその能力の高さを瞬時に伝える、切れ味親し、スタイリング。

海へのあくなき探求が、遂に新たな次元の扉を開いた……YF＿24
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SQUAREBOW＆FLATDE（KLAYOUT

アングラーの理想を具現化するために…。ヤマハが挑んだのは、ポートアンクラーが納得し、さらに

その期待を上回る釣り機能でした。ボートアングラーから多くの支持を集めていたYF－23EXを

進化させるためには、小手先の改良ではなく、大胆かつ抜本的な再構築が不可欠であり、

あらゆる既成概念を排除し、ゼロベースからさまざまなアイデアを積み重ねるという方法で開発に

着手しました。その結果、全長は24フィートに、全幅も拡大するなど、全体をボリュームアップし、

ワイドなフイツシンクスペースを生み出しました（約10％拡大）※。

パウでのキャスティング　　　　　　　　　　　ハウでの2人キャスティング　　　　　　　　　　スターンでのキャスティング

ボートアングラーならば、一日で自由なアイデアが溢れてくるだろう。

YF－24の外観上の特徴ともなっているスクエアパウは、右図のように従来艇のバウデッキ

よりも、大幅にスペースを拡大し、キャスティングやジギンクなとスタンディンクポジション

でのフィッシングステージとして充分な広さを確保しています。またパウレール（OP）の高さを、

腰下までホールドする位置に設定し、キャスティングに集中できる環境を作っています。

加えて、前方だけでなく、横方向も向いて座れる形状のフリッジ前方部は、着座姿勢での

釣りに有効です。さらに、ブリッジサイドの通路幅を広げ、デッキ間の移動での利便性を

高めるとともに、フィッシングスペースとしての活用にも考慮しています。

スターン側では、船外機を1基掛け専用とすることで、モーターウェルの両サイドをキャス

ティングスペースとして、また腰掛スペースとして利用できるレイアウトが可能になりました。

スターンレール（OP）は、トランサムでのフィッシングに効果的です。さらにサイド通路の

段差をパウ側へ移動することで、スターンデッキの有効スペースの拡大を実現。また、

複線装を考慮してガンネルには人工木材トップを採用しました。

ベテランアンクラーならば、一日で自分流の儀装アイデアが沸いてくるでしょう。

自由なアイデアが溢れるポートアングラーの理想が、カタチとなって表現されています。

※数値は当社従来艇比
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－YF－24の断面

・日日・従来艇の断面
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走行性能

WAVETHRUSTERBLADE＆WIDEFL．ARE

「走り」それはボートの本質であり、多くのアングラーのボート選びにおける最も重要な

ファクターに他なりませんそのためヤマハでは、絶えず技術革新に取り組み、新技術を

開発してきました。

MV－R船型とウェーブ・スラスター・ブレード（WTB）との組み合わせにより、快適な乗り

心地と優れた凌波性・操縦性など、船外機鍵の常識を覆す走行性能を実現した

YFシリーズは全国の海でその走りを芙証してきました。 ◆’WAVETHRUSTERBLADE

波を斬り、飛沫をさばく。リズムよく波に当たる感覚が心地良い。

YF－24の開発にあたってはWTBをスターン方向に延ばすことで直進性能の向上は

もちろん、旋回時においても、素直な操縦性を実現しました。加えて、WTB船首部は

波に切り込む角度を鋭角にすることで、波あたりのショックをやわらげ、乗り心地を一段と

向上させました（上下衝撃約20％低減）浜。また、スクエアバウ形状に合わせ、船首部に

おいてもチャイン幅が広いストレートチャイン形状とすることで、従来艇よりも大きく反り

返ったワイドフレアを実現。これにより、走行中に発生するスプレーをストレートチャインで

外側へ捌き、さらに駆け上がる飛沫をワイドフレアが抑止するという、卓越したドライネス

性能を備えています。

安心して釣行できます。パワーユニットには、ヤマハ4ストローク船外機、F200F、F150A、

F115Aの3タイプを用意。高性能フュエルインジェクターやブローパイガス再燃焼シス

テムをはじめ、故障診断システム、ECM：エンジンコントロールモジュール、バンク内排気

システム、アイドリング騒音低減システムといったヤマハの最先端テクノロジーを凝縮。

優れた動力性能に加え、高い経済性と信頼性、グノーンな排気ガス、低騒音・低振動を

高次元でバランス。高性能ハルとのベストマッチングにより、優れた走行性能を発揮します。

＼二、－⊥⊥⊥　一

25kt追濾上下加速度比較

※数値は当社従来隠比　　F200F F150A F115A
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安定性能

A．R．8．：REVERSECHIN【＆SID【SPONSON

走行時および静止時の安定性能は、フイツシンクをはじめ、さまざまなポートレジャーを

楽しむ上で乗る人の安心感を支える基本性能です。特にフィッシングにおいて静止

安定性は釣りに対する集中力を左右する重要なポイントです。

AR．B．（アンチ・ローリンク・ブレード）のベースとなるハルに施されたリバースチャイン

は走行時のポートのフラつきを抑え、優れた走行安定性椚を実現。さらにサイド

スボンソンと組み合わせることにより、波の中での静止安定性を高めています攣2。

片眩3人のフイツシンクでも余裕の安定性を発揮

AhlTl・ROLLI

SIDESPONSON
サイドスボンソン

REVERSECHlNE
リバースチャイン

［有頭「　　　「

リバ‾スチャインノ　＼

桟橋乗船時横揺れ振幅比較　　　一当社従来腱－YF－24
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YF・24捌斜角＿‖

従来細大傾斜角＿1＿

秀逸の安定性と風流れ抑止性能が、ポートフィッシングをさらなるステージへ導く。

また、ワイドチャインは停船中にデッキ上を人が移動した際の傾きを軽減洪3　凰流れ抑止性能比較

し、さらにストレートチャイン採用によりバウでのキャステインク時の揺れも

低減※4しています。3人が片舷に寄って、キャスティングやジギンクをし、魚を

ランディングする。これらのフイツシンクでは当たり前のアクションが、YF＿24

では安定した状態で行えます。もちろん、乗船時の沈み込みや揺れ戻しも

小さく安心感を高めています渥5。

フィッシングボートにとって風流れ抑止性能は、より本格的にポートフィッシング

を楽しむために求められる要素のひとつであり、最後尾にエンジンを積む

船外機腰にとっては、解決が非常に困難な課題でした。

YF－24では、新しいW．TBの採用に加え、ブリッジの高さを下げて風圧を

受ける面積を軽減することで、難着岸時の操縦性を高めるとともに、優れた

風流れ抑止性能を発揮します。さらにスパンカー（OP）を装着することで、本格

的な流し釣りができます。また、フィッシングサボ」トリモコンを装備したYF＿24

FSRでは、ドライバーひとりの単独釣行でも釣りを楽しむことができます。

洪1直進時、波によるロール変化量釣棚％低減　※2波浪中静止時のロール変化1：約15％低減

欒3約20％低減　涼4約25％低減　※5最大傾斜角約20％低減、揺れの収まり的∽％向上

璧了中三∴も∴∵せ

船内機フィッシングボート＋ス

YF－24オフセットスパンカー

Yト24

プレジャータイプ船外機艇
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デザイン

感賢二＝▲

琴＝．一一1喜‾琴‾二冠詞岳
次なるステージへ…・〟形態は機能に従う〝

スピード感を演出しつつ、柔らかな曲線も兼ね備え、情感あふれる次世代のフィッシングボートの

フォルムを感じさせます。また、スクエアバウからハルサイドへの流れるようなストラクチャーラインは

ハルのフォルムを際立たせるとともに、ポートの剛性アップに貢献しています。

フリッジデザインはアングラーの要求する機能を取り入れつつ、人間工学を考慮しました。キャビンの

フロアをスターンデッキより100mm下げ、ブリッジ全体を低くすることで低重心化を図り、鳳流れ

抑止性能・安定性の向上に貢献すると同時に、低くシャープなデザインを実現。また、全体のボリューム

アップに伴い、デッキスペースを拡大するとともに、フィッシング横能に必須の収納容積もトータルで

162％接とするなど、収納カも格段に向上しました。

コンソールは、YAMAHAとYFのYをモチーフに前方に広がりを感じさせるデザインとし、機能を

徹底的に追及したレイアウトを実現しています。アングラー各々の最適なドライビングポジションと

良好な視界を確保するためにビルトインタイプではなく、フロントウインドウ下をGPS魚探やレーダー

の設置スペースとし、自由なレイアウトを可能としました。

デザインにこだわり、質にこだわる。細部にまでアンクラーの視点で考えたYF－24はYAMAHA

FISHINGINNOVAT10Nと呼ぶに相応しい進化を遂げています。

※数値は当社従来挺比

、h■ホ、、†、

●カディ入口カーテン
カディとキャビンの仕切りをカーテンとすることでスムースな

タックル交換も可能。

●カディ
ベテランアングラーのさまざまなフイソシンクに対応した

ロッドやリール、タックルボンクス、そして数多くの備品や

用品など、余裕で収納することができます。

疇■
●デソキハノチ
ハッチ類はすべてデッキ上に凹凸をつくらないフラノシュ

タイプを採用、デソキでの移動性やフィッシングのアクション
にも安心感を高めています。

、－て－　‾　一・√■【・．二√一一一一‾、・▼　‾　　　h　‾　‾　　　　　▼‾・．－．
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YF・24【qUIPMENTS

●バウレール（OP）●航海灯（DP）

●バウ釣り座●カデイエアインテーク（OP）

し＿＿＿＿＿＿」．　　　　　　▼＿　一J

●フロントウインドウ●ワイパー

目

L
●ハードトップエアインテーク（OP）

●左舷スライドウインドウ（工場OP）

Yト24SPEC旧CJ汀日用S

主要諸元 ��登録型式 �全長 �全幅 �全深さ �艇体質量 ��完成質量　　r 
■YF YF �24t：115 24F150 �E3Ul �7．20m �2．59「∩ �1．64m �1 1 1 1 1 1 �280kg 280kg �1 1 �475kg 498kg 

YF �24F200 ������280kg �1 �503kg 

YF YF YF �24FSRF115 24FSRF150 24F＄RF200 ������310kg 310kg 310kg �1 1 1 �喜≡喜≡…l l 533kg 

●コンソール●国際VHF無線機（用品OP）　　●航海計器＆ユーティリティスペース

●ブレーカーパネル

●カデイライト（用品OP）

讐 ●ドライバーズシート●物入れ



フィッシングサポートリモコン（YF－24FSR）

スターンレール（左舷用）（OP）

サイドスボンソン

●スターンベンチシート（工場OP）

●スターンデッキ

K一工場オフンヨ／

叛1三方ローラーを取り付ける時に少要になります。

悪2トイレ用配管ペーパーホルダーを含み、トイレ本体は別売りとなりま

黙3用品オブンヨ／のノーラーパネルが必要になります。

※4パウデッキサイドに2個スタノデノキサイドに2個増設できます。

＃5スバノカーを取り付ける日割こせ苦にか」吏寸▲

三方D一ラー

アンカーデーピット

アンカーウィンチ

Ⅶマリントイレ

カデイライト

デッキライト

トランサムラダー竃1

GPS魚踪

レーダー

マリンコンパス

可際VHF無縁捻

レーダーマスト

ソーラーハネル

埋込式ロッドホルダー

スハンカー（スタンダードタイプ）磁2

スパンカー（ローマストタイプ）薪と

※1トラ／サムラダーを取り付ける場合は7イツテ／グキル（純正オブ／ヨ／）と

取付金具七ノトU弔品オブンヨ／）が臆軍になります。

紫2スパーカーの取付けには別送取り付け金具が必要です。スバ／カーの取

付けご使用の帯には即1釣な知艶が螺です。お取付けの房には額売

店にご欄臣くだ乱、e


